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土成IC公園へ出かけ よう!!
　天気の良い、ぽかぽか陽気の日なんかは、家でこもっている のはもったいない！　お弁当
を片手に、公園へ出かけてみませんか？　行ったことのない公 園はもちろん、行ったことの
ある公園でも、行く季節や時間帯などが違えば、何か新しい発 見があるかも知れません。家
族やお友達と一緒に公園へ行って、のどかな雰囲気の中で秋の 爽やかな風を感じてみてはい
かがでしょうか？

 向
こ う の

麻山
やま

公園
　高さは約92メートルあり、四国山地
石鎚山系に属します。その頂上には竜
眼・御嶽神社があります。また、ふも
とには児童公園やテニスコート・ゲー
トボール場、散策の小径などがありま
す。

 川島公園
　阿波九城の一つとして数えられた川
島城が築かれた城山一帯をいいます。
テニスコートや遊歩道、展望台、遊具
広場、万葉植物園などがあり、憩いの
場として親しまれています。

 江川・鴨島公園
　名水江川のほとりにある公園です。
春には公園一帯に見事な桜が咲き、大
勢のお花見客でにぎわいます。お花見
シーズン以外に行ったことがない人
も、ぜひ行ってみてください。

 上桜公園
　大正池のほとりにある公園です。園内
には、遊具やグラウンド、水車小屋など
を設けています。また、句碑を建立した
遊歩道は「文化の径」と名付けられてい
ます。

2013年（平成25年）11月13日

広報よしのがわ 2
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土成IC

●問い合わせ・申し込み　市商工観光課　☎22-2226

公園へ出かけ よう!!
　天気の良い、ぽかぽか陽気の日なんかは、家でこもっている のはもったいない！　お弁当
を片手に、公園へ出かけてみませんか？　行ったことのない公 園はもちろん、行ったことの
ある公園でも、行く季節や時間帯などが違えば、何か新しい発 見があるかも知れません。家
族やお友達と一緒に公園へ行って、のどかな雰囲気の中で秋の 爽やかな風を感じてみてはい
かがでしょうか？

 名
な

越
ごし

峡
きょう

広場
　紅

こう

簾
れん

石
せき

片
へん

岩
がん

が露出した岩肌の紅と、
川の緑色が対照的な、とても美しい風
景です。紅葉の季節には特に美しい風
景を見ることができます。大人数で
バーベキュー（要申し込み）を楽しむ
こともできます。

 バンブーパーク
　吉野川の河川敷、8ヘクタールの広大
な竹林に、多目的広場やイベントステー
ジ、フィールドアスレチックなどを整備
しています。水際遊歩道では吉野川の自
然に触れることができます。

 ふれあい公園
　美郷に自生するウツギをはじめとする花木
類によって、花の名所づくりをめざし、来園
する人への憩いの場を提供しています。

2013年（平成25年）11月13日
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 「吉野川市立川島こども園」は、川島地区にある２カ所の公立幼稚園と３カ所の公立保育所を統合し、保
育や就学前教育を行う、幼稚園と保育所を一体化した施設です。
　床は、暖かみのあるヒノキの無垢材を使用し、腰壁にも市有木材を使い、明るい空間づくりに取り組ん
でいます。０歳児・１歳児の保育室は、環境の変化への対応が苦手な園児の健康管理のために「床暖房」
を設置し、調理室は、衛生面を考えて、ドライ化（※）・オール電化方式を採用しています。特に防犯面で
は、出入口などに防犯カメラやカメラ付きインターホンを取り付けるなど、安心して保育や教育ができる
対策をとっています。
　園庭は、一部芝生化、菜園、植栽を施したり、ビオトープを設けたりするなど、四季の移り変わりを感
じられる造りとしています。
※ドライ化：床に水を流さずに、乾いた状態で調理や洗浄作業を行う方式のことです。

地

内

置

敷

配

図

砂場

砂場

砂場

ブランコ

ブランコ

芝生

築山

築山
ビオ
トープ築山

川島支所

玄
関

花壇・菜園

花壇・菜園

プール

プール
プール

総
合
遊
具

総
合
遊
具

芝
生

平成26年
4月から 認定こども園 

「吉野川市立川島こども園」
が開園します。

む　く

川島こども園 ランチ
ルーム

●問い合わせ　市子育て支援課　☎22-2266

2013年（平成25年）11月13日
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●合格祈願きっぷ（ＪＲ四国）
吉野川市川島町のＪＲ徳島線｢学駅｣の入場券は、右端に
｢入学｣が縦に並び、入場券を５枚そろえると｢５入学｣と
なることから、志望校への合格を目指す受験生には縁起
が良いきっぷです。
●五角箸（美郷物産館）
吉野川市美郷産の杉やヒノキなどを素材に、｢合格｣と｢五
角」を引っ掛けて受験必勝を祈願する五角形の箸です。
●さくらさくら阿波和紙カード
（阿波和紙伝統産業会館）
志望校合格や受験生応援のメッセージを書いて、受験生の運気を向上する阿波和紙カードです。

ふるさと納税（応援寄附金）で吉野川市を応援してください。
　ふるさと納税とは、生まれ育った吉野川市を離れて暮らしている方など、吉野川市に縁のある方の「ふ
るさとを応援したい」という思いを寄附金という形で実現できるものです。
　平成25年11月1日（金）から平成26年2月28日（金）までの期間で、吉野川市に1万円以上ご寄附してい
ただいた方には、市長よりお礼状と、記念品として「合格祈願！受験生応援グッズ（2,500円相当）」をお選
びいただけます。
※本キャンペーン以外の記念品もございますので、詳細は吉野川市ホームページをご覧ください。

（注意事項）
※１　寄附の申し込みだけでは、対象となりません。平成26年２月28日（金）までに、本市口座への入金を完了された方
　　が対象となります。振り込みに要する日数は、各金融機関などでご確認ください。
※２　寄附金のお振り込みには、本市から郵送する書類（納付書など）が必要となる場合があります。書類のお届けまで、
　　お申し込みから数日～１週間ほどかかりますので、余裕を持って、お早めに申し込みください。
※３　ふるさと納税に関するお問い合わせは、企画財政課（本館３階）までお願いします。
　　◎ふるさと「よしのがわ応援サイト」　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/docs/2012092700018/

●実施期限／平成 26年２月 28日（金）まで
●対 象 者／キャンペーン実施期間中に、吉野川市に１万円以上ご寄附していただいた方

● 合格祈願！受験生応援グッズ ●
（合格祈願きっぷ、五角箸、さくらさくら阿波和紙カード）

受験シーズン到来 ！
受験生応援グッズをお届けします。

ふるさと納税推進“合格祈願！受験生応援”キャンペーン

●問い合わせ　市企画財政課　☎22-2221

2013年（平成25年）11月13日
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●問い合わせ　川島税務署　☎25-2211

●問い合わせ　市税務課　☎22-2215

●年末調整関係用紙は、源泉徴収義務者の皆さんへ事前にお送りします。
年末調整関係用紙（扶養控除等申告書など）は、源泉徴収義務者の皆さんへ直接郵送します。

●説明会のご案内のハガキは、お送りいたしません。
説明会の日程は下記のとおりですが、お送りする年末調整関係用紙の封筒にチラシを同封しています。

●説明会会場にご来場の際は、お送りした年末調整関係用紙をお持ちください。
説明会では、お送りした年末調整関係用紙を資料にして説明しますので、ご持参のうえご来場ください。

　平成26年度から、固定資産税および個人市県民税（普通徴収分）の前納報奨金制度が廃止になります。
■ 廃止理由 ■
１．前納報奨金制度は、昭和25年の戦後の混乱した社会、経済情勢のなかで、「税収の早期確保」や「納
税意識の向上」などを目的に創設されましたが、その後、60年以上が経過した現在、市民の皆さんの
納税意識、納税環境なども大きく変化し、金融機関窓口の増加、口座振替による自主納付の浸透により、
その目的は達成されてきたこと。

２．市県民税を給与や年金から引き落とされている納税者は、前納報奨金制度の対象にならないため、
不公平な制度になっていること。

３．一括納付をしたくても納税資金に余裕がない方には、前納報奨金制度の恩恵を受けられないため、
納税の公平性に欠けていること。

４．県内市町村においても、多くの自治体が前納報奨金制度の廃止を行っており、県内６市においては
すでに前納報奨金制度を廃止していること。

　これまで、納期前納付にご協力いただきましたことにお礼を申し上げます。
　制度廃止のご理解と、今後とも納期内の納付にご協力くださいますよう重ねてお願いします。

税務署からのお知らせ

前納報奨金制度廃止のお知らせ

～ 平成25年分の年末調整説明会について ～

【年末調整説明会日程】
日　　　　　　　　時 対象徴収義務者 場　　所

平成25年11月26日（火）
午前10時～11時30分 吉野川市鴨島町の個人事業者

吉野川市山川町の法人事業者 徳島県東部県税局
吉野川庁舎
大会議室
（旧川島合同庁舎）

午後２時～３時30分 吉野川市山川町の個人事業者
吉野川市鴨島町の法人事業者

平成25年11月27日（水）
午前10時～11時30分 吉野川市川島町の全事業者　
午後２時～３時30分 吉野川市美郷の全事業者　　

　平成26年度以降は、固定資産税および市県民税について報奨金は交付されませんが、引き
続き「口座振替全期登録」または「納付書全期用」により全期分を一括して納付することは
できます。
　なお、既に「口座振替全期登録済み」で全期前納をされている方で、期別納付への変更を
ご希望される方は、変更手続きが必要となりますので、変更手続きを口座振替登録金融機関
などで行っていただきますようよろしくお願いします。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
坂
道
は　

ブ
レ
ー
キ
か
け
よ
う　

心
に
も	

上
野　

翔
大
（
上
浦
小
学
校
６
年
）
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平成25年10月１日現在

住民基本台帳（前月比）

計 44,090 （−28）

男 20,805 （−17）

女 23,285 （−11）

世帯数 17,963 （−12）

※65歳以上人口
計 13,630人  男 5,685人  女 7,945人

〈人　　　権　　　相　　　談〉
11月14日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室
11月19日㈫ 13:30～16:00 交流センター人権擁護委員会室
11月26日㈫ 13:30～16:00 山川公民館第１会議室
12月 4 日㈬ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室
12月 4 日㈬ 13:30～16:00 交流センター人権擁護委員会室
12月 4 日㈬ 13:30～16:00 山川公民館第１会議室
12月 4 日㈬ 13:30～16:00 美郷支所会議室

〈行　　　政　　　相　　　談〉
11月14日㈭ 9:00～12:00 市役所本館１階相談室
12月 2 日㈪ 10:00～12:00 山川公民館第１会議室
12月 3 日㈫ 13:00～16:00 川島公民館会議室
12月12日㈭ 9:00～12:00 市役所本館１階相談室
12月19日㈭ 13:00～16:00 美郷支所会議室

〈司法書士会による無料法律相談〉
11月15日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室
12月20日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

市民のうごき
今
月
の
税

固
定
資
産
税

第
３
期

国
民
健
康
保
険
税

第
５
期

納
期
限

12
月
2
日
㈪

※
累
計
は
平
成
25
年
１
月
か
ら
の
も
の

火　　災 市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

８
月 2件

累
計14件

救急出動

８
月176件

累
計1,253件

　雑紙は、そのままごみ袋に入れてしまうと「ごみ」になり、焼却費用が必要となります。
しかし、リサイクルすると「資源」となります。そこで、ごみが増える夏の期間中に、雑
紙分別に取り組む一環として、「夏休みの雑紙分別大作戦」を実験的に行いました。
　この取り組みに協力してくれたのは、上浦小学校、鴨島小学校、西麻植小学校の４年生の皆さんです。

【大作戦の結果】
　上浦小学校４年生　（22人）：分別量　77.6㎏
　鴨島小学校４年生　（66人）：分別量　46.2㎏
　西麻植小学校４年生（15人）：分別量　60.9㎏

　このように、市民の皆さんのご協力により多くの資源ごみが回収され、市の大切な財源として生まれ
変わりました。今後とも、「ごみ」を「資源」とするための取り組みにご協力いただきますようお願い
します。

夏休みの雑紙分別大作戦（実験）を行いました！

【市長から感謝状を贈呈】

・ペットボトル　76ｔ
・アルミ缶　　　40ｔ
・スチール缶　　75ｔ
・古紙類　　　 807ｔ
・金属くず　　 161ｔ

25,016,224円

上浦小学校 鴨島小学校 西麻植小学校

平成24年度の
「資源ごみの収集結果」と「売り払い金額」

売り払い

ごみを燃やすには、１㎏あたり38円の
費用が必要となります。しかし、雑紙
を資源にすると、１㎏あたり10円で売
れます。
今回の取り組みにより、8,866円の節
約ができました。

●問い合わせ　市環境企画課　☎22-2230

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
だ
い
じ
ょ
う
ぶ　

そ
ん
な
気
持
ち
が　

じ
こ
に
つ
な
が
る	

佐
藤　

美
綾
（
牛
島
小
学
校
４
年
）

2013年（平成25年）11月13日
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●問い合わせ　市学校教育課　☎22-2273

●問い合わせ　市下水道課　☎22-2258

◉ ◎ ◉  「入学サポートシート」  ◉ ◎ ◉

～ 小学校生活をスムーズにスタートするために「入学サポートシート」を作りませんか ～

「入学サポートシート」作成の流れ

　「入学サポートシート」は、保護者の皆さんと一緒に、保育所（園）、
幼稚園、療育施設などの関係機関が協力して作成し、入学先の学
校（小学校、特別支援学校）へ引き継ぎます。
　11月から12月ごろに、新１年生の保護者の方全員に配布しま
すので、作成を希望される方はぜひご活用ください。
　本シートは、吉野川市で作られた市内共通の書式で、小学校と
保護者、保育所（園）・幼稚園などが協力して、お子さんへの具体
的なサポートを考えていくために活用します。

11月～ 12月 ①　新１年生の保護者の皆さんへ「入学サポートシート」を配布する。

１月 ②　作成を希望する保護者は、「保護者」の欄に記入する。
③　「保育所（園）や幼稚園等」に記入を希望する保護者は、記入を依頼する。
④　「関係機関」に記入を希望する保護者は、記入を依頼する。
⑤　保護者は、完成した「入学サポートシート」を提出用封筒に入れ、あて名（入学する学
　　校名）を記入し封をする。
⑥　保護者は、保育所（園）や幼稚園または市教育委員会へ提出する。

２月初旬 ⑦　保育所（園）や幼稚園または市教育委員会は、保護者から受け取った「入学サポート
　　シート」を入学先（小学校、特別支援学校）に提出する。

公共ますのふたの交換は下水道課へ
　公共ます（宅地と公道との官民境界付近に設置）は市が管理しています。
　ご家庭の公共ますのふたが破損した場合や、破損したふたを発見した時は、無償で交換を行いますの
で下水道課（東館１階）までご連絡ください。

　また、市職員が公共ますの点
検に伺うことがあります。ご家
庭の敷地内での作業となります
ので、ご迷惑をおかけしますが
ご協力をお願いします。

　市章・「公共ます」文字入り
（市章以外の図柄の場合もあります。判断に迷う
ときは下記までご連絡ください。）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
ず
け
よ
う　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に　

こ
の
命	

桒
原　

隆
希
（
森
山
小
学
校
５
年
）

2013年（平成25年）11月13日
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９
月
８
日
、
鴨
島
公
民
館
で
吉

野
川
市
制
10
周
年
プ
レ
事
業
・
市

町
村
連
携
コ
ン
サ
ー
ト
「
よ
し
の

が
わ
夢
紡
ぐ
ま
ち
の
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
く
し
ま
記
念
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
よ
る
演
奏
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独

奏
、
市
内
合
唱
団
に
よ
る
合
唱
な

　

９
月
21
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、金
婚（
婚
姻
後
50
年
）、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
婚
姻
後
60

年
）
を
迎
え
た
夫
婦
50
組
が
出
席

さ
れ
、
川
真
田
市
長
か
ら
祝
い
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
を
代
表
し
て
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
の
鎌
倉
忠
男
さ
ん
・
ユ

キ
子
さ
ん
ご
夫
妻
は
「
今
日
、
吉

野
川
市
民
と
し
て
愛
さ
れ
、
い
た

わ
ら
れ
な
が
ら
日
々
の
生
活
を
元

気
に
楽
し
く
送
る
こ
と
が
で
き
る

私
達
は
、
本
当
に
幸
せ
者
で
す
。

本
日
の
こ
の
感
激
は
終
生
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
今
後
な
お
健
康
で
明

る
く
楽
し
い
人
生
を
送
っ
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。」
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
後
に
は
、
戸
村
恵

里
さ
ん
に
よ
る
津
軽
三
味
線
の
演

奏
が
行
わ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
音
色
と
合
唱
団
の
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
で
、
５
５
０
人
の
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

壮大なコンサートの様子

ライト点灯で事故防止を！

お礼の言葉を述べる鎌倉忠男さん・
ユキ子さんご夫妻

　

９
月
12
日
、
日
本
フ
ネ
ン
株
式

会
社
（
吉
野
川
市
川
島
町
）
か
ら

自
転
車
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
３
１
０

個
の
寄
贈
が
あ
り
、
石
川
教
育

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
前
日

の
９
月
20
日
、「
快
適
ド
ラ
イ
ブ
Ｒ

１
９
２
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
川
島

検
問
所
前
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
市
交
通

安
全
協
会
会
員
を
は
じ
め
、
市
交

通
安
全
母
の
会
、
市
地
域
交
通
安

全
活
動
推
進
委
員
協
議
会
、
交
通

安
全
関
係
団
体
、
市
職
員
な
ど
約

80
人
が
吉
野
川
市
の
公
式
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
ヨ
ッ
ピ
ー
・
ピ
ッ
ピ
ー

と
と
も
に
通
行
車
両
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ

イ
ト
お
よ
び
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布

し
、
安
全
走
行
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
早
朝
に
は
市
内
主

要
交
差
点
で
交
通
安
全
関
係
団
体

な
ど
が
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ロ
ー
ド

吉
野
川
」
の
立
哨
活
動
を
実
施
す

る
と
と
も
に
「
ト
ッ
プ
パ
ト
ロ
ー

ル
」
を
実
施
し
、
川
真
田
市
長
を

は
じ
め
、
関
係
団
体
の
長
が
パ
ト

カ
ー
で
市
内
を
巡
視
し
、
通
勤
途

中
な
ど
の
道
行
く
人
た
ち
へ
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
は
、
市
内
の
中

学
一
年
生
に
配
布
さ
れ
、
夕
暮
れ

時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
自
転
車

事
故
防
止
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

９
月
24
日
、
川
島
町
学
の
上
田

世
津
子
さ
ん
が
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
、
市
や
県
か
ら
祝
い
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
ご
自
宅
で
元
気
に
生

活
さ
れ
て
お
り
、
昔
か
ら
手
芸
が

得
意
で
、
中
で
も
和
服
作
り
が

一
番
得
意
だ
そ
う
で
す
。
今
一
番

熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
、
野
球
と

相
撲
を
観
戦
す
る
こ
と
で
、
野
球

は
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
熱
烈
な
フ
ァ

ン
だ
そ
う
で
す
。
長
寿
の
秘ひ

訣け
つ

は

「
百
歳
ま
で
元
気
で
い
る
と
い
う
気

持
ち
と
、
家
族
の
あ
た
た
か
い
支

え
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
お

祝
い
に
は
多
く
の
親
族
が
駆
け
付

け
、
元
気
な
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
27
人
（
女
性
23
人
男
性
4

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

交
通
事
故
防
止
に

「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
寄
贈
」

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

よ
し
の
が
わ
夢
紡
ぐ

ま
ち
の
コ
ン
サ
ー
ト

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
交
通
安
全
運
動

「
快
適
ド
ラ
イ
ブ
Ｒ
１
９
２
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ゆとりを持って安全運転！

上田世津子さん

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
げ
て
る
よ　

車
に
む
け
た　

小
さ
な
手	

保
清　

汰
月
（
鴨
島
小
学
校
１
年
）

2013年（平成25年）11月13日
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吉
野
川
市
の
宝
も
の

　

昔
、
銅
や
鉄
を
精
錬
す
る
と
き
金
属

を
溶
か
す
た
め
に
送
風
す
る
『
ふ
い

ご
』を
使
い
ま
し
た
。
踏
鞴（
タ
タ
ラ
）

は
足
で
蹴
板
を
踏
み
空
気
を
送
る
『
ふ

い
ご
』
で
す
が
、
リ
ズ
ム
を
崩
さ
ず
連

続
し
て
行
う
た
め
に
拍
子
取
り
が
必

要
で
し
た
。
疲
れ
る
心
身
を
元
気
づ

け
、
足
踏
み
を
そ
ろ
え
る
た
め
、
自

然
に
生
ま
れ
歌
わ
れ
、
踊
ら
れ
た
の

が
「
タ
タ
ラ
音
頭
」
で
す
。
江
戸
時

代
か
ら
明
治
・
大
正
ご
ろ
ま
で
は
多

く
の
タ
タ
ラ
組
が
集
ま
り
、
そ
の
技

を
披
露
し
た
そ
う
で
す
。
大
正
年
間

に
は
、
旧
鴨
島
町
で
は
４
組
残
っ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
「
牛
島
雲

龍
組
」
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

吉
野
川
市
指
定
文
化
財

『
牛
島
雲
龍
組
タ
タ
ラ
』

	

（
牛
島
雲
龍
組
タ
タ
ラ
保
存
会
）

ま
ず
は
耐
震
診
断
（
無
料
）

《
対
象
と
な
る
木
造
住
宅
》

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
住
宅
、
②
在
来
軸
組
工
法

や
伝
統
構
法
に
よ
り
建
築
さ
れ
た

木
造
住
宅
（
木
質
プ
レ
ハ
ブ
工
法
や

２
×
４
工
法
は
除
く
）、
③
３
階
建

て
ま
で
の
住
宅
（
併
用
住
宅
、
共
同

住
宅
・
長
屋
、
借
家
を
含
む
）、
④

吉
野
川
市
内
に
あ
り
、
現
在
居
住

し
て
い
る
住
宅

〈
募
集
戸
数
〉
残
り
70
戸
程
度

〈
申
込
受
付
期
限
〉
平
成
26
年
２
月

28
日
（
先
着
順
）

〈
自
己
負
担
金
〉
無
料

診
断
に
続
い
て
耐
震
改
修
工
事
を

検
討
し
ま
し
ょ
う

《
対
象
と
な
る
木
造
住
宅
》

①
平
成
16
年
度
か
ら
本
年
度
に
本

市
が
実
施
し
た
耐
震
診
断
の
結
果
、

総
合
評
点
が
０・７
未
満
と
診
断
さ

れ
た
住
宅
、
②
耐
震
改
修
計
画
書

で
評
点
が
１・
０
以
上
に
改
善
さ
れ

る
も
の
、
③
平
成
26
年
３
月
16
日

ま
で
に
工
事
完
了
報
告
書
を
提
出

で
き
る
も
の
、
④
徳
島
県
の
耐
震

改
修
施
工
者
等
登
録
名
簿
に
登
録

し
て
い
る
業
者
で
工
事
を
行
う
も
の

（
事
前
に
工
事
着
手
し
た
場
合
は
対

ア
補
助
金
交
付
申
請
書

イ
添
付
書
類
（
改
修
計
画
書
、
計

算
内
容
、
見
積
書
な
ど
は
、
施
工
業

者
が
作
成
し
た
も
の
）

〈
補
助
金
の
額
〉
徳
島
県
住
ま
い
の

安
全
・
安
心
な
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事

業
の
補
助
対
象
経
費
（
税
込
）
か
ら

80
万
円
を
控
除
し
た
金
額
の
２
分
の

１
に
相
当
す
る
額
（
１
０
０
０
円
未

満
切
り
捨
て
）。
た
だ
し
、
上
乗
せ

最
高
10
万
円
（
１
０
０
０
円
未
満
切

り
捨
て
）。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
建
築
営
繕
課	

☎
22-

２
２
２
４

徳
島
県
住
ま
い
の
安
全
・
安
心
な
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

《
対
象
と
な
る
木
造
住
宅
》

【
本
市
が
実
施
し
た
耐
震
診
断
で
、

評
点
が
１・
０
未
満
と
な
っ
た
住
宅

で
、「
耐
震
改
修
工
事
」と「
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
」
を
行
う
木
造
住
宅
】、【「
耐

震
改
修
工
事
」の
み
で
も
対
象
】、【
吉

野
川
市
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事

費
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

も
の
】

　

補
助
金
の
額
は
補
助
対
象
経
費

（
税
込
）
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る

額
で
最
高
40
万
円
（
１
０
０
０
円
未

満
切
り
捨
て
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

徳
島
県
県
土
整
備
部
住
宅
課

	
☎
０
８
８
（
６
２
１
）
２
５
９
８

象
外
で
す
）

〈
募
集
戸
数
〉
残
り
わ
ず
か

〈
申
込
受
付
期
限
〉
平
成
25
年
12
月

27
日
（
先
着
順
）

〈
補
助
金
の
額
〉
工
事
費
の
３
分
の

２
の
額
で
最
高
90
万
円

（
※
１
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

吉
野
川
市
木
造
住
宅
安
全
安
心
耐

震
改
修
支
援
事
業

　
「
徳
島
県
住
ま
い
の
安
全
・
安
心

な
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
」
の
補
助

金
40
万
円
に
「
10
万
円
の
上
乗
せ
補

助
」
を
実
施
し
ま
す
。

《
対
象
と
な
る
木
造
住
宅
》

①
徳
島
県
住
ま
い
の
安
全
・
安
心
な

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
を
利
用
さ
れ

る
方
、
②
吉
野
川
市
木
造
住
宅
耐

震
改
修
工
事
費
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
方
、
③
本
市
が
実
施

し
た
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造

評
点
が
０・７
以
上
１・０
未
満
と
診

断
さ
れ
た
住
宅
、
④
耐
震
改
修
計

画
書
で
評
点
が
１・
０
以
上
に
改
善

さ
れ
る
も
の
、
⑤
平
成
26
年
３
月
16

日
ま
で
に
工
事
完
了
報
告
書
を
提

出
で
き
る
も
の
、
⑥
県
内
業
者
が
工

事
を
行
う
も
の

〈
募
集
戸
数
〉
残
り
わ
ず
か

〈
申
込
受
付
期
限
〉
平
成
25
年
12
月

27
日
（
先
着
順
）

〈
申
込
方
法
〉
工
事
着
手
前
に
次
の

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
住
ま
い
の

耐
震
化
を
支
援
し
ま
す

防火ポスター優秀作品
上浦小学校　４年
山口輝真さん

　

10
月
14
日
体
育
の
日
、
鴨
島
公

民
館
で
吉
野
川
市
民
体
育
祭
記
念

行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
ま
ず
、
吉
野
川
市
体

育
協
会
功
労
者
が
表
彰
さ
れ
、
続

い
て
市
民
体
育
祭
競
技
別
表
彰

が
行
わ
れ
、
各
競
技
入
賞
の
個
人

54
人
と
64
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

表
彰
に
引
き
続
き
、
鴨
島
体
育

館
と
鴨
島
第
一
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
「
体
力
テ
ス
ト
」
が
行
わ
れ
、

老
若
男
女
問
わ
ず
大
勢
の
方
々
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

第
９
回
吉
野
川
市
民

体
育
祭
記
念
行
事

体力テストの様子

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
横
断
歩
道　

信
号
チ
カ
チ
カ　

危
険
の
合
図	

後
藤
田　

祥
永
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
６
年
）

2013年（平成25年）11月13日
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徳
島
県
で
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
の
た
め
に
、
月
３
回
の
鳥
小
屋

の
清
掃
・
消
毒
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
県
下
一
斉
の
取
り
組
み

と
し
て
、
愛
玩
鳥
（
鶏
、
チ
ャ
ボ
、
烏

骨
鶏
な
ど
）
を
飼
養
し
て
い
る
方
に
、

無
償
で
消
毒
薬
を
配
布
し
ま
す
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、

熱
や
消
毒
薬
に
弱
く
、
鳥
小
屋
の
消
毒

は
、発
生
の
予
防
に
大
変
効
果
的
で
す
。

消
毒
薬
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
農
業
振

興
課（
東
館
１
階
）ま
た
は
各
支
所（
川

島
・
山
川
・
美
郷
）
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
な
お
、
配
布
時
期
は
11
月
下
旬

か
ら
12
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
飼
育
す
る
鳥
が
直
ち
に
危
険

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界

的
に
も
鶏
卵
・
鶏
肉
を
食
べ
る
こ
と
に

よ
り
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る

こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、鳥
や
動
物
に
触
っ
た
後
は
衛
生
上
、

手
を
洗
う
こ
と
、
フ
ン
な
ど
は
速
や
か

に
処
理
し
、
清
潔
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
農
業
振
興
課	

☎
22-

２
２
２
８

　

児
童
虐
待
の
種
類
は
、
次
の
よ
う
な

４
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

①
身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
熱
湯
を
か
け
る
な
ど
生

命
・
健
康
に
危
険
の
あ
る
行
為
。

②
性
的
虐
待

性
的
行
為
の
強
要
、
性
器
や
性
交
を
見

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
ゼ
ロ
を

お
知
ら
せ

せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に

す
る
な
ど
の
行
為
。

③
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
の
拒
否
・
保
護

の
怠
慢
）

適
切
な
食
事
を
与
え
な
い
、
極
端
に
不

潔
な
環
境
の
中
で
生
活
さ
せ
る
、
予
防

接
種
や
健
診
を
受
け
さ
せ
な
い
な
ど
の

行
為
。

④
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
兄
弟
間
の

差
別
的
扱
い
、子
ど
も
の
前
で
Ｄ
Ｖ（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
を

行
う
な
ど
の
行
為
。

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身
の
成

長
と
人
格
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え

ま
す
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
を
守
る
た

め
に
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
連

絡
（
通
告
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　

通
告
し
た
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う

に
、
秘
密
は
法
律
に
よ
り
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

	

☎
０
５
７
０
（
０
６
４
）
０
０
０

問
い
合
わ
せ

中
央
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

	

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
２
２
０
５

市
子
ど
も
相
談
室	

☎
22-

２
２
６
７

　

12
月
４
日
㈬
か
ら
10
日
㈫
ま
で
は
人

権
週
間
で
す
。

　

人
権
は
、
全
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が

ら
に
持
っ
て
い
る
、
人
間
ら
し
く
生
き

て
い
く
権
利
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
お

互
い
の
人
権
を
も
う
一
度
見
つ
め
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

人
権
に
関
す
る
悩
み
事
は
、
人
権
擁

護
委
員
や
法
務
局
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
日
程

と
き　

12
月
４
日
㈬

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ

①
西
麻
植
会
館
２
階
会
議
室

②
吉
野
川
市
交
流
セ
ン
タ
ー
人
権
擁
護

委
員
会
室

③
山
川
公
民
館
第
１
会
議
室

④
美
郷
支
所
会
議
室

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す
！

人
権
週
間

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？　

い
つ
も
思
う
気
持
ち
が　

自
分
を
守
る	

玉
井　

結
月
（
西
麻
植
小
学
校
４
年
）

2013年（平成25年）11月13日
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都
市
計
画
で
は
、
住
み
よ
い
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
土
地
利
用
計
画

や
ま
ち
の
骨
格
と
な
る
道
路
、
公
園
、

下
水
道
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
（
吉
野

川
市
で
は
、
鴨
島
町
地
区
が
徳
島
東
部

都
市
計
画
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
）。

　

市
都
市
計
画
審
議
会
は
、
吉
野
川
市

が
決
定
す
る
都
市
計
画
に
つ
い
て
調
査

審
議
を
行
う
こ
と
の
ほ
か
、
市
長
の
諮

問
に
応
じ
都
市
計
画
に
関
す
る
事
項
の

調
査
審
議
を
行
う
た
め
設
置
さ
れ
た
付

属
機
関
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
新
た
に
次
の
方
々
が
委

員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
（
順
不
同
、
敬

称
略
）。

筒
井　

直
典
（
学
識
経
験
者
）

野
口　

優
子
（
学
識
経
験
者
）

川
真
田
博
敏
（
学
識
経
験
者
）

川
真
田　

泰
（
学
識
経
験
者
）

増
富　

義
明
（
市
議
会
議
員
）

枝
澤　

幹
太
（
市
議
会
議
員
）

岸
田　

益
雄
（
市
議
会
議
員
）

福
岡　
　

正
（
市
議
会
議
員
）

藤
原　

一
正
（
市
議
会
議
員
）

木
村　

秀
樹
（
住
民
代
表
）

和
田　

誠
介
（
住
民
代
表
）

池
渕　

一
郎
（
住
民
代
表
）

柏
尾　

達
也
（
東
部
県
土
整
備
局

　
　
　
　
　
　

吉
野
川
庁
舎
副
局
長
）

問
い
合
わ
せ

市
都
市
計
画
住
宅
課	

☎
22-

２
２
２
５

　

機
器
更
改
作
業
の
た
め
、
市
役
所
、

山
川
支
所
の
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明

書
自
動
交
付
機
を
停
止
し
ま
す
。

　

停
止
期
間
中
の
住
民
票
、
印
鑑
登
録

証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
市
役
所

と
山
川
支
所
の
窓
口
で
職
員
が
対
応
し

ま
す
。

　

来
庁
の
際
は
、
市
民
カ
ー
ド
（
印
鑑

登
録
証
）、
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
）、

印
鑑
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代
理

の
方
に
よ
る
申
請
は
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き　

12
月
12
日
㈭
～
13
日
㈮

	

午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ

市
市
民
生
活
課	

☎
22-

２
２
１
０

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方
が
、「
障
害

者
ま
た
は
特
別
障
害
者
に
準
ず
る
者
」

と
し
て
認
定
を
受
け
る
と
、
所
得
税
や

市
・
県
民
税
で
「
障
害
者
控
除
」
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

●
認
定
の
申
請
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
65
歳
以

上
の
方
（
す
で
に
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま

す
）

①
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援
認
定

者※
申
請
の
対
象
と
な
る
年
の
12
月
31
日

（
基
準
日
）
に
有
効
の
主
治
医
意
見
書

な
ど
で
の
判
断
に
な
り
ま
す
。

②
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援
認
定

者
で
は
な
い
が
、
前
記
①
に
準
ず
る
方

※
申
請
後
に
、
調
査
に
伺
い
ま
す
。

●
申
請
期
限

①
の
方
・
・
・
随
時

②
の
方
・
・
・
12
月
13
日
㈮

●
提
出
場
所

福
祉
総
務
課
（
本
館
２
階
）
ま
た
は
各

支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）

※
申
請
者
全
員
が
認
定
さ
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
障
害
者
控
除
の
適
用
に
は
、
確
定
申

告
（
川
島
税
務
署
な
ど
）、
所
得
申
告

相
談
（
市
役
所
な
ど
）、
ま
た
は
年
末

調
整
時
に
認
定
書
を
提
示
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
所
得
や
ほ
か
の
控

除
に
よ
り
、
税
額
に
影
響
が
出
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

◇
申
請
と
認
定
に
つ
い
て

市
福
祉
総
務
課　

障
害
福
祉
係

	

☎
22-

２
２
６
３

◇
障
害
者
控
除
に
つ
い
て

市
税
務
課　

課
税
係

	

☎
22-

２
２
１
５

吉
野
川
市
都
市
計
画

審
議
会
委
員
決
ま
る

自
動
交
付
機
の
停
止
に
つ
い
て

障
害
者
控
除
対
象
者
の認

定
制
度

自動交付機

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
だ
い
じ
ょ
う
ぶ　

思
っ
て
い
て
も　

さ
い
か
く
に
ん	

逢
坂　

愛
唯
（
知
恵
島
小
学
校
２
年
）

2013年（平成25年）11月13日
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認
知
症
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
預
貯

金
な
ど
の
財
産
を
管
理
し
た
り
、
各
種

契
約
を
結
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
り
、
ま
た
、
自
分
で
よ
く
判
断

が
で
き
ず
に
高
価
で
不
必
要
な
品
物
を

買
っ
て
し
ま
う
な
ど
悪
徳
商
法
の
被
害

に
あ
う
恐
れ
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
判
断
力
の
不
十
分
な
方
々
を
保

護
・
支
援
す
る
制
度
が
成
年
後
見
制
度

で
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
介
護
保
険
課　

地
域
支
援
係

	

☎
22-

２
２
６
５

 

教
育
相
談
活
動 

　

不
登
校
や
い
じ
め
な
ど
の
悩
み
や
不

安
を
解
消
す
る
た
め
に
、
児
童
・
生
徒
、

保
護
者
、
教
職
員
か
ら
の
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

教
育
相
談

日
時　

毎
月
曜
日
～
金
曜
日
、
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
祝
日
、
年
末
年
始
は

除
く
）

専
属
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
教
育
相
談

日
時　

毎
月
第
２
金
曜
日
（
８
月
は
除

く
）、
午
後
１
時
～
４
時
（
事
前
予
約

が
必
要
）

※
い
ず
れ
も
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

 

適
応
指
導
教
室
「
つ
つ
じ
学
級
」 

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
登
校
す
る
こ
と

が
困
難
な
児
童
・
生
徒
が
一
時
的
に
通

い
、
悩
み
の
解
決
と
学
習
を
行
う
た
め

の
、
相
談
・
教
育
活
動
を
行
い
ま
す
。

開
室
日
時　

毎
月
曜
日
～
金
曜
日
、
午

前
９
時
～
午
後
３
時
（
祝
日
、
年
末
年

始
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ

適
応
指
導
教
室
「
つ
つ
じ
学
級
」・
教

育
相
談
室
（
吉
野
川
市
交
流
セ
ン
タ
ー

内
）	

☎
25-

６
６
４
０

ご
存
じ
で
す
か
？成

年
後
見
制
度

適
応
指
導
教
室「
つ
つ
じ
学
級
」・

教
育
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
冬
こ
そ
運
動
！

	

体
を
動
か
し
体
を
温
め
よ
う
！
～

対
象
者　

市
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以

上
で
、
介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
な
い
方

利
用
期
間　

１
月
～
３
月

実
施
場
所　

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
21
（
川
島
町
川
島
１
０
６-

２　

☎
26-
３
０
１
０
）

※
見
学
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
実
施
場

所
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

利
用
料　

２
５
０
円
／
１
回

利
用
限
度　

各
コ
ー
ス
週
１
回

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

※
利
用
申
請
に
は
、
申
請
書
な
ど
の
記

入
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
介
護
保

険
課
（
本
館
２
階
）、
各
支
所
（
川
島
・

山
川
・
美
郷
）
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
請
締
め
切
り　

12
月
13
日
㈮

※
定
員
・
必
要
最
低
人
数
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
送
迎
が
必
要
な
方
は
事
業
所
が
、
送

迎
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
介
護
保
険
課　

地
域
支
援
係

	

☎
22-

２
２
６
５

募

　集

「
パ
ワ
ー
・
デ
イ
」参
加
者
募
集

と
き　

11
月
24
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ

市
役
所
本
館
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課　
　
　

☎
22-

２
２
１
５

市
国
保
年
金
課　

☎
22-

２
２
１
３

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

休
日
納
付
相
談

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
気
を
付
け
て　

な
れ
た
道
に
も　

危
険
あ
り	

中
西　

彩
乃
（
川
島
小
学
校
６
年
）

2013年（平成25年）11月13日
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「
広
報
よ
し
の
が
わ
」
を
よ
り
良
い

広
報
誌
に
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
、
ご
提
案
を
い
た
だ
く
『
広

報
モ
ニ
タ
ー
』
を
募
集
し
ま
す
。

　

分
か
り
や
す
く
親
し
ま
れ
る
広
報
、

内
容
が
一
層
充
実
し
た
広
報
に
す
る
た

め
に
、 

あ
な
た
の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ

い
。

応
募
資
格　

市
内
に
住
む
18
歳
以
上
の

方募
集
人
数　

10
人
程
度

活
動
内
容　

月
に
一
度
、
ア
ン
ケ
ー
ト

形
式
で
『
広
報
よ
し
の
が
わ
』
に
つ
い

て
、
意
見
や
提
言
を
い
た
だ
き
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
期
間　

平
成
26
年
１
月
１
日

～
平
成
26
年
３
月
31
日
（
３
カ
月
間
）

申
込
方
法　

は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
企
画

財
政
課
『
広
報
モ
ニ
タ
ー
係
』
に
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
に
モ
ニ
タ
ー
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
た
方
も
応
募
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

11
月
29
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

〒
７
７
６-

８
６
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

吉
野
川
市
企
画
財
政
課
「
広
報
モ
ニ

タ
ー
係
」	

☎
22-

２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp

広
報
モ
ニ
タ
ー
募
集
！

広
報
誌
づ
く
り
に
あ
な
た
の

力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い

　

文
化
庁
の
「
文
化
的
景
観
」
重
要
地

域
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
高
開
地
区
に

お
い
て
、
第
16
回
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
開
催
し
ま
す
。

催

　し

第
16
回
高
開
石
積
み

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

光
の
演
出
に
よ
っ
て
美
郷
の
冬
空
に

浮
か
び
上
が
る
、
優
美
で
幻
想
的
な
石

積
み
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

12
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

	

午
後
５
時
～
９
時

と
こ
ろ　

美
郷
字
大
神

 

※
会
場
に
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
車
は
美
郷
ほ
た
る
館
の
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
美
郷
ほ
た

る
館
か
ら
会
場
ま
で
は
送
迎
車（
無
料
）

が
運
行
し
て
い
ま
す
。〈
送
迎
車
運
行

時
間
＝
午
後
５
時
～
８
時
30
分
美
郷
ほ

た
る
館
出
発
〉

問
い
合
わ
せ

美
郷
ほ
た
る
館	
☎
43-

２
８
８
８

　

一
人
で
悩
ん
で
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
？
　
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た

め
に
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
が
相
談

相
手
と
な
り
、
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま

れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
。

と
き　

12
月
６
日
㈮
午
後
２
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館
３
階
大

会
議
室

講
師
・
演
題

①
講
師　

藍
里
病
院
副
院
長
・
吉
田
精

次
先
生
／
演
題
「
死
に
た
い
気
持
ち
の

あ
る
人
に
ど
の
よ
う
に
話
を
聞
く
か
」

②
講
師　

藍
里
病
院
臨
床
心
理
士
・
小

西
友
先
生
／
演
題
「
藍
里
病
院
に
お
け

る
自
殺
予
防
委
員
会
の
活
動
に
つ
い

て
」

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
健
康
推
進
課	

☎
22-

２
２
６
８

自
殺
予
防
講
演
会

～
支
え
あ
お
う
心
と
命
～

高開石積みライトアップの様子

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
ん
ぜ
ん
は　

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
さ
ん
の　

お
か
げ
で
す	

三
原　

改
太
（
学
島
小
学
校
２
年
）

2013年（平成25年）11月13日
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広報よしのがわに関する問い合わせは市企画財政課まで
☎22－2221　FAX22－2244

　

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
消
費
者
（
利
用

者
）
擁
護
に
資
す
る
た
め
の
制
度

で
す
。

　

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に

従
っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し

た
「
理
容
店
」、「
美
容
店
」、「
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
」、「
め
ん
類
飲
食

店
」、「
一
般
飲
食
店
」
で
は
、
店

頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

登
録
店
は
、
安
心
・
安
全
・
衛

生
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店

で
す
。

問
い
合
わ
せ

財
団
法
人　

徳
島
県
生
活
衛
生
営

業
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
７
４
０
０

　

徳
島
県
の
最
低
賃
金
は
10
月
30

日
か
ら
時
間
額
６
６
６
円
（
前
回

額
か
ら
12
円
引
き
上
げ
）
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
、
都
道
府
県
ご
と

に
違
い
ま
す
。
雇
用
す
る
、
ま
た

は
、
雇
用
さ
れ
る
際
は
、
最
低
賃

金
額
以
上
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
８
８
（
６
５
２
）
９
１
６
５

　

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。
作
業
道
具
は
、
用
意
し
て

い
ま
す
。

※
刈
払
機
を
使
え
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

江
川
湧
水
源
周
辺

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
旧
吉
野
川
遊
園
地
西

側
）

作
業
日
時　

12
月
１
日
㈰

	

午
前
７
時
～
７
時
30
分

多
津
美
橋
～
江
川
・
鴨
島
公
園

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

12
月
１
日
㈰

	

午
前
７
時
～
８
時

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

江
川
エ
コ
フ
レ
ン

ド	

☎
24-

２
０
９
５

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

12
月
９
日
㈪
、
１
月
６
日

㈪
午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

11
月
13
日
㈬
、
12
月
11
日

㈬
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

	

☎
24-

２
１
６
６

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

ガ
ム
シ
ャ
ラ
Ｂ
ｏ
ｙ

（
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
）、
小
川
昌
彦

の
ま
ち
か
ど
講
釈
、
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ　

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ（
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
・

３
人
組
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
）

と
き　

11
月
24
日
㈰

	

午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人

ホ
ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決

行
）

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会	

☎
24-

２
４
０
０（
鎌
田
）

　

再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方

を
対
象
に
職
業
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

訓
練
期
間　

平
成
26
年
１
月
６
日

㈪
～
６
月
30
日
㈪

▼
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

科
（
６
カ
月
）

　

機
械
製
図
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
）
お

よ
び
２
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
３
次
元
Ｃ

Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
を
よ
く
理
解
し
、

機
械
図
面
作
成
や
機
械
加
工
の
知

識
お
よ
び
関
連
知
識
（
測
定
な

ど
）、
Ｎ
Ｃ
機
械
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
お
よ
び
機
械
操
作
に
必
要
な

知
識
の
習
得
を
め
ざ
し
ま
す
。

▼
電
気
設
備
科
（
６
カ
月
）

　

近
年
、
住
宅
の
オ
ー
ル
電
化
な

ど
で
宅
内
に
お
け
る
電
気
の
需
要

は
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー

ス
で
は
、
電
気
工
事
に
関
連
す
る

理
論
や
法
令
、
電
気
機
器
の
制
御

方
法
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
施
工
・
実
習
を
通
し
て
技
術
の

習
得
を
め
ざ
し
ま
す
。

▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
（
６

カ
月
）

　

最
近
の
木
造
住
宅
に
お
け
る
リ

フ
ォ
ー
ム
は
、
ニ
ー
ズ
の
高
い
も

の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

コ
ー
ス
で
は
、
木
造
の
住
宅
に
関

す
る
基
本
的
な
知
識
、
構
造
、
法

規
な
ど
を
理
解
し
、
実
際
に
模
擬

家
屋
を
建
て
、
そ
の
施
工
や
納
ま

り
な
ど
を
理
解
し
、
技
能
・
技
術

の
習
得
を
め
ざ
し
ま
す
。

対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な

ど
。

※
選
考
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
必
要
で
す
。

募
集
期
限　

12
月
２
日
㈪

問
い
合
わ
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島

☎
０
８
８
（
６
５
４
）
５
１
０
２

生
活
ト
ピ
ッ
ク
ス

標
準
営
業
約
款
制
度

「
Ｓ
マ
ー
ク
」を
ご
存
じ
で
す
か
？

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

標準営業約款
（Ｓマーク）

確
認
し
ま
し
ょ
う
最
低
賃
金

巡
回
職
業
相
談

第
１
６
1
回

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島

職
業
訓
練
生
募
集

防火ポスター優秀作品
鴨島小学校　４年
中尾拓人さん

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
事
故
な
し
で　

ず
っ
と
安
全　

山
瀬
の
子	

明
石　

悠
奈
（
山
瀬
小
学
校
４
年
）

2013年（平成25年）11月13日
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住宅防火　いのちを守る７つのポイント
寝たばこは、絶対やめる。

　

昨
年
度
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議

会
で
地
域
活
性
化
・
少
子
化
対
策

の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
婚

活
支
援
事
業
で
す
。

と
き　

平
成
26
年
１
月
12
日
㈰

	

正
午
～
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館
（
吉
野
川

市
川
島
町
桑
村
８
６
０
番
地
）

内
容　

も
ち
つ
き

参
加
資
格　

県
内
在
住
で
未
婚
の

男
女　

25
歳
～
45
歳

募
集
人
数　

男
女
各
15
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
吉
野
川
市
内

在
住
の
方
を
優
先
と
し
、
抽
選
と

し
ま
す
。）

参
加
費　

男
性
１
５
０
０
円
・
女

性
１
０
０
０
円

募
集
期
限　

12
月
25
日
㈬

申
込
方
法　

メ
ー
ル
ま
た
は
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
に
は
必
ず
「
１
・
12
婚
活
イ

ベ
ン
ト
参
加
申
し
込
み
」
と
し
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
連
絡
の
と
れ
る
電
話
番
号

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス　

info@
yossya.jp

申
込
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

山
川
支
所	

☎
42-

２
０
８
９

地
域
福
祉
課	

☎
25-

５
５
３
３

　
「
こ
こ
ろ
の
病
気
」
は
現
代
社

会
に
お
い
て
誰
も
が
か
か
り
得
る

身
近
な
病
気
で
す
。「
統
合
失
調

症
」
を
中
心
と
し
た
病
気
や
障
害

に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
、
そ
の

時
々
に
応
じ
た
対
処
法
な
ど
を
学

び
あ
い
ま
せ
ん
か
。

日
程
／
内
容

▼
12
月
３
日
㈫
／
講
義
「
病
気
の

特
性
と
将
来
の
た
め
に
家
族
が
出

来
る
事
に
つ
い
て
」
／
あ
い
ざ
と

山
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長　

鬼
原
治

良
さ
ん

▼
12
月
18
日
㈬
／
講
義
「
再
発
予

防
の
た
め
に
家
族
が
出
来
る
事
に

つ
い
て
」
／
徳
島
県
吉
野
川
保
健

所　

健
康
増
進
担
当　

多
田
和
代

さ
ん

▼
12
月
24
日
㈫
／
講
義
「
後
見
人

制
度
に
つ
い
て
」
／
徳
島
県
社
会

福
祉
協
議
会　

地
域
福
祉
課　

日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
担
当　

西

條
志
野
さ
ん

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分（
受
け
付
け
は
午
後
１
時
か
ら
）

と
こ
ろ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ト
リ
エ

ひ
ま
わ
り
（
鴨
島
町
西
麻
植
字
麻

植
市
１
１
５
番
地
５
）

対
象　

統
合
失
調
症
の
家
族
の
方

定
員　

10
人
程
度

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

11
月
26
日
㈫

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ト
リ
エ
ひ
ま
わ

り	

☎
22-

０
７
８
０

　

ポ
ー
ル
を
使
用
し
、
膝
・
腰
へ

の
負
担
を
軽
減
し
な
が
ら
、
一
緒

に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

と
き　

11
月
23
日
㈯
㈷　

午
前
10

時
～
11
時
50
分
（
向
麻
山
登
り
口

で
、
午
前
９
時
15
分
～
45
分
ま
で

受
け
付
け
）

と
こ
ろ　

鴨
島
町
向
麻
山
一
帯

参
加
費
用　

３
０
０
円
（
ポ
ー
ル

を
レ
ン
タ
ル
す
る
場
合
は
、
レ
ン

タ
ル
料
２
０
０
円
が
別
途
必
要
で

す
）。問

い
合
わ
せ

（
一
社
）
全
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・

ウ
ォ
ー
ク
連
盟
徳
島
県
支
部
準
備

室

	

☎
０
８
８
（
６
６
９
）
６
２
２
３

　

高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学

校
な
ど
へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に

か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
、
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額
…
学
生
・
生
徒
１
人
に
つ

き
３
０
０
万
円
以
内

利
率　

年
２
・
55
％

※
母
子
家
庭
ま
た
は
世
帯
収
入

（
所
得
）
２
０
０
万
円
（
１
２
２
万

円
）
以
内
の
方
は
年
２
・
15
％

返
済
期
間　

15
年
以
内

※
交
通
遺
児
家
庭
、
母
子
家

庭
ま
た
は
世
帯
収
入
（
所
得
）

２
０
０
万
円
（
１
２
２
万
円
）
以

内
の
方
は
18
年
以
内

使
い
み
ち　

入
学
金
、
授
業
料
、

教
科
書
代
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の

家
賃
・
敷
金
な
ど

問
い
合
わ
せ

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

	

☎
０
５
７
０（
０
０
８
６
５
６
）

♥ 
社
協
婚
活
イ
ベ
ン
ト 

♥

早
く
恋
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾

『
新
春
の
出
逢
い
は
餅
つ
き
に
あ
り
！
』

参
加
者
募
集

統
合
失
調
症
家
族
教
室

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
で

向
麻
山
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」の
案
内

　

川
島
薬
草
園
に
あ
る
キ
サ
サ

ゲ
は
、
河
川
な
ど
に
自
生
し
ま

す
が
、
庭
木
と
し
て
も
植
え
ら

れ
る
落
葉
高
木
で
す
。
７
月
頃
、

枝
先
に
淡
黄
色
の
花
が
咲
き
、

そ
の
後
、
細
長
い
サ
サ
ゲ
に
似

た
果
実
が
房
状
に
付
き
ま
す
。

　

果
実
を
刻
み
、
１
日
に
５
～

15
グ
ラ
ム
を
煎
じ
て
服
用
す
れ

ば
、
浮
腫
、
糖
尿
病
、
蛋
白
尿
、

腎
臓
病
、
膀
胱
炎
な
ど
に
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

葉
の
煎
液
で
洗
う
、
ま
た
は
湿

布
を
す
れ
ば
、
腫
れ
物
の
熱
を

去
り
、
膿
を
吸
い
出
す
こ
と
が

で
き
る
と
い
わ
れ
、
水
虫
な
ど
に

も
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。

（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）

キ
サ
サ
ゲ

	

ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
科

川
島
薬
草
園

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ど
う
ろ
に
は　

き
け
ん
が
い
っ
ぱ
い　

ど
き
ど
き
ど
き	

石
田　

柊
斗
（
川
田
小
学
校
１
年
）

2013年（平成25年）11月13日

広報よしのがわ 16



住宅防火　いのちを守る７つのポイント
ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

 

イ
ベ
ン
ト
案
内 

○
第
33
回
ス
テ
ー
ジ
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー

第
１
部	

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

第
２
部	

友
情
出
演

第
３
部	

マ
ジ
ッ
ク
バ
ー
イ
ン

テ
ィ
キ
マ
ジ
シ
ャ
ン
て
る
し
た

と
き　

11
月
24
日
㈰

	

開
場　

午
後
１
時
30
分

	

開
演　

午
後
２
時　
　

入
場
料　

無
料
（
た
だ
し
、
整
理

券
が
必
要
・
公
民
館
に
あ
り
ま
す
）

○
吉
野
川
市
小
学
校
音
楽
発
表
会

と
き　

11
月
29
日
㈮

	

開
演　

午
後
１
時
15
分

入
場
料　

無
料

○
コ
ー
ル
・
エ
・
コ
ー
ル
か
も
じ

ま
第
19
回
定
期
演
奏
会

と
き　

12
月
１
日
㈰

	

開
場　

午
後
１
時
30
分

	

開
演　

午
後
２
時　
　

出
演　

コ
ー
ル
・
エ
・
コ
ー
ル

	

か
も
じ
ま

客
演　

あ
わ
コ
ラ
リ
ア
ー
ズ

	

（
男
声
合
唱
団
）

入
場
料　

５
０
０
円

※
定
期
演
奏
会
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ

☎
０
８
８
（
６
７
４
）
１
１
６
４

	

（
中
南
）

	

☎
24-

０
８
６
１（
岸
田
）

 
新
講
座
生
募
集 

○
初
め
て
の
太
極
拳

と
き　

12
月
２
日
㈪
午
前
10
時

（
毎
月
第
１
月
曜
・
１
月
の
み
第

３
月
曜
）

受
講
料　

無
料

講
師　

范は
ん

永え
い

婷て
い

さ
ん

場
所　

鴨
島
体
育
館

○
宝
く
じ
文
化
公
演

吉
本
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
（
前

売
り
券
発
売
中
）

一
般
２
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下

１
０
０
０
円
（
当
日
券
５
０
０
円

増
）

＊
宝
く
じ
助
成
金
に
よ
る
特
別
料

金と
き　

平
成
26
年
１
月
19
日
㈰

　

	

開
場　

午
後
１
時
30
分

	

開
演　

午
後
２
時　
　

出
演
者　

宮
川
大
助
・
花
子
、
Ｗ

ヤ
ン
グ
、
り
あ
る
キ
ッ
ズ
、
川
上

じ
ゅ
ん
、
も
り
や
す
バ
ン
バ
ン
ビ

ガ
ロ

 

講
座
案
内 

○
子
ど
も
え
い
が
会

	

「
ス
プ
ー
ン
お
ば
さ
ん
」

と
き　

11
月
23
日
㈯

	

午
前
10
時
30
分

○
そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い

「
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の

	

予
防
対
策
」

と
き　

11
月
25
日
㈪

	

午
後
１
時
30
分

○
健
康
セ
ミ
ナ
ー

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・

	

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
」

と
き　

11
月
28
日
㈭
午
後
３
時

○
や
さ
し
い
経
済

	

「
株
・
為
替
等
の
見
通
し
」

と
き　

12
月
６
日
㈮

	

午
後
１
時
30
分

○
身
近
な
く
ら
し
の
法
律
相
談

	

「
供
託
制
度
に
つ
い
て
」

と
き　

12
月
11
日
㈬

	

午
後
１
時
30
分

○
食
と
農
の
知
っ
得

「
食
料
自
給
率
と

	

日
本
型
食
生
活
に
つ
い
て
」

と
き　

12
月
19
日
㈭
午
前
10
時

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館	

☎
24-

５
１
１
１

℻
24-

５
１
１
３

	

（
火
曜
日
休
館
）

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

○
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
ひ
と
と
き
を
、

楽
し
い
音
楽
と
と
も
に
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

と
き　

12
月
14
日
㈯

	

午
後
２
時
開
演

入
場
料　

無
料
（
整
理
券
必
要
）

出
演
者　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
大
竹
広

治
さ
ん
、ピ
ア
ノ
釘
宮
貴
子
さ
ん
、

市
原
寛
士
さ
ん
、
ソ
プ
ラ
ノ
上
野

美
貴
さ
ん

○
一
日
体
験
講
座

	

「
お
正
月
用
生
け
花
教
室
」

　

万
年
青
（
お
も
と
）
を
生
け
て
、

お
正
月
を
迎
え
る
準
備
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
子
ど
も
さ
ん
に
は
、

違
っ
た
お
花
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

と
き　

12
月
14
日
㈯

	

午
後
１
時
30
分

講
師　

仁
木
葉
甫
さ
ん

	

（
嵯
峨
御
流
）

参
加
費　

１
５
０
０
円

準
備
物　

花
ば
さ
み
（
貸
し
出
し

有
）、
新
聞
紙
、
雑
巾
、
筆
記
用
具

定
員　

20
人
（
親
子
、
小
学
４
年

生
以
上
は
子
ど
も
の
み
の
参
加
も

可
）問

い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

	

☎
22-

０
０
１
５

○
山
川
公
民
館
祭

展
示
期
間　

12
月
13
日
㈮
～
15
日

㈰
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

芸
能
発
表　

12
月
14
日
㈯
午
前
８

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
作
品
展
示
の
部

山
川
ピ
ン
ボ
ケ
ク
ラ
ブ
、
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
、
草
月
流
生
け
花
教
室
、

山
歩
き
を
楽
し
む
、
新
日
本
婦
人

の
会
吉
野
川
支
部
、
高
越
読
書

会
、
藍
染
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
サ
ー

ク
ル
、
山
川
水
墨
画
教
室
、
山
川

絵
画
ク
ラ
ブ
、
押
し
花
グ
ル
ー
プ

花
か
ご
、
山
川
短
歌
勉
強
会
、
岡

田
和
行
（
木
彫
り
仏
像
）

▼
芸
能
発
表
の
部

貫
心
流
吟
道
吉
野
川
愛
好
会
、
太

極
拳
初
級
、
山
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
議
会
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
コ
ス
モ

ス
会
、
山
川
童
謡
を
歌
う
会
春
陽

会
、
な
で
し
こ
会
、
楽
遊
会
、
太

極
拳
山
川
教
室
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ
、
大
正
琴
山
川
ク
ラ
ブ
、
山

川
ダ
ン
ス
教
室
、
山
水
会
芸
能

部
、
浅
野
民
謡
会
山
川
支
部
、
エ

ト
ワ
ー
ル
山
川
、
高
越
連

問
い
合
わ
せ

山
川
公
民
館	

☎
42-

５
５
８
２

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

山
川
公
民
館
だ
よ
り

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ち
ゃ
ん
と
見
て　

命
を
救
う　

信
号
を	

髙
埜　

愛
実
（
川
田
中
小
学
校
６
年
）

2013年（平成25年）11月13日
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配
偶
者
暴
力
の
形
態 

　

加
害
者
は
、
身
体
的
暴
力
だ
け

で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
を
織

り
交
ぜ
て
相
手
を
支
配
し
よ
う
と

し
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は
相
手
の
尊
厳
を

傷
つ
け
る
重
大
な
人
権
犯
罪
で
あ

り
、犯
罪
と
な
り
得
る
行
為
で
す
。

□
身
体
的
暴
力

殴
る･

蹴
る･

物
を
投
げ
つ
け
る
・

水
や
熱
湯
を
か
け
る･

引
き
ず
り

ま
わ
す
な
ど

□
精
神
的
暴
力

何
を
言
っ
て
も
無
視
す
る･

大
声

で
怒
鳴
る･

大
事
に
し
て
い
る
物

を
壊
し
た
り
す
る
な
ど

□
性
的
暴
力

性
行
為
を
強
要
す
る･

避
妊
に
協

力
し
な
い
な
ど

□
経
済
的
暴
力

生
活
費
を
渡
さ
な
い･

働
き
に
行

く
の
を
嫌
が
る･

お
金
の
使
い
道

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど

□
社
会
的
暴
力

実
家
や
友
人
と
の
付
き
合
い
を
禁

止
す
る･

外
出
を
制
限
す
る･

電

話
や
手
紙
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

 

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
お
よ
び 

 

被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律 

　

配
偶
者
（
事
実
婚
、
元
配
偶
者

を
含
む
）
か
ら
の
暴
力
に
関
す
る

通
報
、
相
談
、
保
護
、
自
立
支
援

な
ど
の
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防

止
お
よ
び
被
害
者
の
保
護
を
図
る

た
め
に
制
定
さ
れ
た
法
律
が
あ
り

ま
す
。

　
「
暴
力
」
に
該
当
す
る
被
害
に

あ
っ
た
場
合
や
生
命
の
危
険
を
感

じ
る
よ
う
な
切
迫
し
た
状
況
に

な
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
相
談
機

関
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
警
察
署	

☎
25-

６
１
１
０

鴨
島
町
交
番	

☎
24-

２
３
３
１

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

防火ポスター優秀作品
川田小学校　4年
藤岡　和さん

自
由
な
対
話
と
、
研
さ
ん
を
重
ね

る
中
で
、正
し
い
人
権
感
覚
を
養
い
、

「
人
の
命
を
大
切
に
す
る
」
感
性
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。

２
．
自
治
会
話
し
合
い
実
践
総
括

研
修

　

話
し
合
い
実
践
を
実
施
し
た
年

度
の
１
月
下
旬
ご
ろ
、
六
年
生
全
員

と
地
域
住
民
、
学
校
関
係
者
の
方
々

が
一
堂
に
会
し
、
い
く
つ
か
の
グ

ル
ー
プ
に
別
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

６
年
間
を
通
し
て
、
感
じ
た
こ

と
を
遠
慮
な
く
出
し
合
い
、
地
域

の
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
こ
と
で
、
正
し
い
人
権
感

覚
醸
成
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
人
権
学
習
の

体
験
を
も
と
に
、
大
人
に
な
っ
て
も

人
権
教
育
に
関
心
と
情
熱
を
持
ち
、

差
別
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
づ
く

り
に
貢
献
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

３
．
人
権
合
同
研
修
会
の
開
催

　

西
麻
植
地
区
の
人
権
文
化
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
９
年
度

（
１
９
９
７
年
度
）
か
ら
地
区
住
民

を
対
象
に
人
権
学
習
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

４
．
西
麻
植
小
学
校
人
権
・
同
和

Ⅰ
．
は
じ
め
に

　

平
成
20
年
度
（
２
０
０
８
年
度
）

に
、
西
麻
植
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
お
よ
び

西
麻
植
地
区
人
権
教
育
推
進
協
議

会
の
提
唱
で
、「
人
間
と
し
て
生
き

る
に
は
人
を
人
と
し
て
大
切
に
」
を

当
地
区
の
統
一
研
究
テ
ー
マ
と
し
て

掲
げ
、
地
域
社
会
と
学
校
、
家
庭

を
結
ぶ
三
者
で
、
人
権
教
育
推
進

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ⅱ
．
主
な
取
り
組
み

１
．
自
治
会
話
し
合
い
実
践

　

隔
年
に
１
回
、
11
月
に
開
催
す

る
話
し
合
い
実
践
で
は
、
前
述
の
３

者
で
構
成
す
る
５
～
７
人
の
訪
問

班
を
結
成
し
、
テ
ー
マ
を
「
同
和
問

題
」
と
定
め
て
自
由
に
意
見
を
述
べ

合
う
中
か
ら
、
い
じ
め
問
題
や
他
の

人
権
課
題
に
つ
い
て
も
、
発
展
的
に

意
見
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
毎
週
１
回
、
子
ど
も
た

ち
を
学
年
単
位
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
て
、
自
分
た
ち
の
体
験
を
率
直

に
話
し
合
う
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

人
権
と
ぴ
っ
く
す

問
題
学
習
発
表
会

　

西
麻
植
幼
・
小
学
校
で
開
催
さ

れ
て
い
る
人
権
・
同
和
問
題
学
習
発

表
会・講
演
会
に
協
力
し
て
、
学
校・

家
庭
・
地
域
社
会
を
結
ぶ
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

Ⅲ
．
今
後
の
課
題

　

人
権
問
題
は
も
と
よ
り
、
先
人

達
が
歩
ん
で
き
た
過
去
の
歴
史
は
、

私
達
の
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
多
く
の
教
訓
を
残
し
、
多
様

性
に
富
ん
だ
貴
重
な
ヒ
ン
ト
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
過
去
の
苦
労
・
歴
史

文
化
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
国
際

化
時
代
へ
の
対
応
と
、
地
域
に
お
け

る
「
人
権
文
化
の
創
造
」
を
め
ざ

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課　
　

☎
22-

２
２
２
９

「
地
域
で
育
む

  

人
権
文
化
の
創
造
」を

　
　
　
　
　  

め
ざ
し
て

―
西
麻
植
地
区
人
権
教
育　

推
進
協
議
会
―

人権・同和問題学習発表会

広報よしのがわの訂正 川田中小学校の交通安全標語優秀作について、８月号および10月号に掲載した内容に誤り
がありましたので、今月号の18～19ページに改めて掲載しています。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
か
え
り
み
ち　

ふ
ら
ふ
ら　

う
ろ
う
ろ　

じ
こ
の
も
と	

山
本　

陽
菜
（
川
田
中
小
学
校
２
年
）

2013年（平成25年）11月13日

広報よしのがわ 18



住宅防火　いのちを守る７つのポイント
ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

改
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
金
額
改
定
通
知
書
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
順
次
、
年
金
受
給
者

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所　

お
客
様

相
談
室

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
２
０
０

　

電
話
に
よ
る
事
前
予
約
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
徳
島
県
社
会
保
険
労

務
士
会
ま
た
は
、
国
保
年
金
課
ま
で

お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

予
約
の
際
に
、
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話

番
号
、
相
談
内
容
な
ど
に
つ
い
て
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
11
月
21
日
㈭ 

午
前
10
時
～
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
12
月
19
日
㈭ 

午
前
10
時
～
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

※
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
、

印
鑑
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の
、
ね

ん
き
ん
定
期
便
な
ど
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
１
２
０-

９
６
７
９
５
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係	

☎
22-

２
２
１
３

　

現
在
の
年
金
額
は
、
物
価
が
下
落

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
年
金
額
を

据
え
置
い
た
こ
と
で
、
想
定
し
て
い

た
水
準
よ
り
も
２・５
％
高
い
水
準

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平

成
24
年
11
月
に
法
改
正
が
行
わ
れ
、

現
役
世
代
（
将
来
の
年
金
受
給
者
）

の
年
金
額
確
保
に
つ
な
げ
る
た
め

に
、
平
成
25
年
10
月
分
以
降
と
し

て
支
払
わ
れ
る
年
金
額
は
、
４
月
か

ら
９
月
ま
で
の
額
か
ら
、
マ
イ
ナ
ス

１・０
％
の
改
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
平

成
26
年
４
月
は
マ
イ
ナ
ス
１・０
％
、

平
成
27
年
４
月
は
マ
イ
ナ
ス
０
・

５
％
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

改
定
後
の
年
金
に
つ
い
て
は
、
平

成
25
年
12
月
分
（
10
月
分
お
よ
び

11
月
分
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

改
定
後
の
年
金
額
は
、
年
金
額

国
民
年
金
だ
よ
り

平
成
25
年
10
月
か
ら

年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

改
定
後
の
年
金
額
の

お
知
ら
せ
に
つ
い
て

平
成
25
年
12
月
支
払
分

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す

今
月
の
健
康

冬
の
感
染
症
に
ご
用
心

　

冬
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

は
じ
め
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
に

よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
な
ど
の
感

染
症
が
流
行
す
る
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
多
く
の
場
合
、
ウ
イ
ル
ス

な
ど
に
触
れ
た
手
を
介
し
て
感

染
が
拡
大
し
ま
す
。
感
染
を
予

防
す
る
た
め
に
は
、
手
洗
い
や

う
が
い
が
効
果
的
で
す
。

手
洗
い　

多
く
の
病
原
体
は
、

の
ど
・
消
化
器
官
の
粘
膜
や
目
・

鼻
の
粘
膜
か
ら
感
染
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
粘
膜
に
、
病
原
体
が

付
着
し
た
手
で
触
ら
な
い
た
め

に
、
手
洗
い
を
行
い
ま
す
。
特

に
指
の
間
、
指
先
、
爪
、
手
首
は
、

洗
い
残
し
の
多
い
部
分
で
す
。

洗
い
残
し
が
な
い
よ
う
に
、
し
っ

か
り
洗
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

う
が
い　

１
回
15
秒
を
目
安
に
、

水
を
替
え
て
ガ
ラ
ガ
ラ
う
が
い

を
繰
り
返
し
ま
し
ょ
う
。｢

た

だ
い
ま
～｣

の
後
は
、
効
果
的

な
手
洗
い
・
う
が
い
を
行
っ
て
、

感
染
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

12
月
号
は
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対
策
」
に
つ
い
て

掲
載
し
ま
す
。

がん検診の無料クーポン券を使ってください!! 無料クーポン券の有効期限は
平成26年1月31日まで

若い世代のがん早期発見・早期治療のため検診費用を補助しています。
今年度、無料クーポン券対象の方は次のとおりです。

　がん検診無料クーポン券は、5月末頃、対象者の方に個別通知し
ています。同封のがん検診手帳に、受診方法をご案内していますの
でご覧ください。
　まだ受診されていない方は、必ず検診を受けてください。
　転入された方で、前住所地で受診していない場合は、検診を受け
られますので健康推進課までお問い合わせください。

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

節目
年齢 無料クーポン券の対象となる方 大腸

がん
子宮頸
がん 乳がん

20歳 平成４年４月２日〜平成５年４月１日生 ●
25歳 昭和62年４月２日〜昭和63年４月１日生 ●
30歳 昭和57年４月２日〜昭和58年４月１日生 ●
35歳 昭和52年４月２日〜昭和53年４月１日生 ●
40歳 昭和47年４月２日〜昭和48年４月１日生 ● ● ●
45歳 昭和42年４月２日〜昭和43年４月１日生 ● ●
50歳 昭和37年４月２日〜昭和38年４月１日生 ● ●
55歳 昭和32年４月２日〜昭和33年４月１日生 ● ●
60歳 昭和27年４月２日〜昭和28年４月１日生 ● ●

子宮・乳がんクーポン券対象者の検診受診率

20.3%
18.3%

24.1% 25.8%

県内9位

県内13位 県内16位
県内17位

■平成23年度　■平成24年度

子宮頸がん 乳がん

男性 女性

■平成23年度　■平成24年度

8.0%

14.4%

8.4%

17.9%

県内13位
県内10位

県内8位
県内5位

大腸がん検診クーポン券対象者の受診率

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
道
路
に
は　

見
え
な
い
キ
ケ
ン
が　

ひ
そ
ん
で
る	

佐
藤　
　

優
（
川
田
中
小
学
校
３
年
）

2013年（平成25年）11月13日
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住宅防火　いのちを守る７つのポイント
逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

●問い合わせ　市国保年金課保健事業係　☎22-2213

今年度の特定健康診査は
12月27日（金）まで！

　「特定保健指導」とは、特定健康診査の結果から、心筋梗塞や脳梗塞発症の危険性を高めるメ
タボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）、または予備群に該当された方に対して、保健師・
管理栄養士などが一人一人の生活習慣に合った運動や食事の方法を一緒に考え、サポートします。

吉野川市国民健康保険にご加入のみなさまへ

特定保健指導を実施中、
みなさまの健康を応援します！

◦吉野川市国民健康保険の加入者であって、健診日においても加入され
ている方。

◦昭和14年４月１日〜昭和49年３月31日生まれの方。
◦平成25年度の日帰りドック健診、集団健診、医療機関健診で特定健

康診査をまだ受診されていない方。
◦６カ月以上の入院、福祉施設などに入所されていない方。

　特定健康診査を受診された方に
は、『健診結果説明会のお知らせ』
という案内文書を郵送していますの
で、ぜひお申し込みください！お待
ちしています。

　果物は体にいいのでた
くさん食べたほうがいい
と思っていました。
　基準量があるのは知り
ませんでした。

　ビールや日本酒にも糖
分があるんですね。
　飲んだ後もご飯をしっ
かり食べていました。

　運動するタイミングにも効率
のいい時間があるんですね。
　自転車に乗るのもいい運動だ
と教えてもらったので、近所に
行くときは自動車ではなく自転
車を使うようにします。

特定健康診査の対象者

特定保健指導利用者の声

※特定健診受診券を紛失された場合は再発行しますので、国保年金課（本館１階）へお問い合わせください。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ゆ
ず
り
あ
い　

み
ん
な
で
ま
も
ろ
う　

だ
い
じ
な
い
の
ち	

森　
　

翔
梧
（
川
田
西
小
学
校
１
年
）

2013年（平成25年）11月13日
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住宅防火　いのちを守る７つのポイント
寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。

12月の行事予定

■クリスマス工作
参加費：100円
＊申し込みが必要です。６日（金）から受け付けを開始します。

☆赤ちゃんヨガ&ベビーマッサージ
　チャイルドヨガ&チャイルドマッサージ
対象：０カ月～歩くまで（10：00～）　１歳～３歳（11：00～）
参加費：100円（当日集金します）
ベビー持参物：バスタオル１枚、フェイスタオル２枚、お茶やミルク
　　　　　　　（水分補給）、オムツをはずすため防水シート
チャイルド持参物：バスタオル２枚、お茶（水分補給）
＊保護者の方は動きやすい服装で来てください。
＊申し込みが必要です。２日（月）から受け付けを開始します。
＊プレママ（妊娠中のママ）も一緒に参加してみませんか？赤ちゃんが
　産まれてからのイメージトレーニング、または気分転換に…
　先輩ママのアドバイスあり！情報交換もできる！
　子育ての楽しさが倍増します☆
　参加希望されるプレママさんは、前日までにお申し込みください。

先着20組

先着150組

先着15組

先着７組

▲クリスマスお菓子作り
場所：川島公民館　　参加費：100円（当日集金します）
持参物：エプロン、三角巾（バンダナなど）、飲み物
＊申し込みが必要です。11月22日（金）から受け付けを開始します。
＊当日、託児はありません。子どもさんと一緒にご参加ください。

先着10組♪Let’s Enjoy English ～親子で英語を楽しもう～
対象：３歳～未就学児
＊申し込みが必要です。２日（月）から受け付けを開始します。

吉野川市子育て支援センター
●開館日：月曜日～金曜日　午前9時～午後5時
●場　所：旧阿麻名郡連事務所
●問い合わせ：TEL 25－6616  FAX 25－6617
● E-mail：kosodateshien-c@city.yoshinogawa.lg.jp

※お誕生会　　　　　　　  対象：12月生まれのおともだち
＊申し込みが必要です。12月生まれのお子さんは、前日までに申し込んで
　ください。該当児以外でも、一緒に楽しめます。

行事は都合で変更する場合があります。申し込みが必要な行事については、
吉野川市内在住の方に限ります。電話での申し込みも可能です。
行事の時の自由遊びはできません。

20日　ふれあい遊び
深田先生の元気とパワーで子育てがもっと楽しくなります！
親子の絆をしっかり深めましょう♪

●24日　～四国大学田村ゼミ学生の
　　　　 皆さんによるクリスマス会♪～
参加費：子ども一人につき100円（当日集金します）
場所：吉野川市交流センター
持参物：座布団などの敷物（暖かくして来てね♪）
＊当日、ちびっこドームは午後１時から開館します。
＊申し込みが必要です。11日（水）から受け付けを開始します。

10
絵本の読み聞かせ
（10：30～11：00）
講師：読み聞かせ
　　　グループかぶとむし
♪予約制
Let’s Enjoy English
～親子で英語を楽しもう～
（16：00～16：30）
講師：筑木純子さん

11
自由遊び

＊クリスマス会受付開始

12　☆予約制
赤ちゃんヨガ&
ベビーマッサージ
（10：00～10：30）
チャイルドヨガ&
チャイルドマッサージ
（11：00～11：30）
講師：ママと赤ちゃんの
トータルサロンmana＊

身体測定

13　■予約制
クリスマス工作
(10:30～11:00)

9
ゆきこおばちゃん
と遊ぼう!
（10：30～11：00）
講師：後藤田幸子さん

17
リトミックで
　　あそぼう♪

（10：30～11：00）
講師：市原恭子さん
         ひろとお兄ちゃん

18　※予約制
お誕生会
（10：30～11：00）
講師：お話グループ

みるく

19
身体測定

20
ふれあい遊び
（10：30～11：00）
講師：深田比加里さん
ほっこり♥カフェタイム
（14：00～15：00）

16
自由遊び

24　●予約制
クリスマス会
（10：30～11：30）

25
自由遊び

26
身体測定

27
自由遊び

23
天皇誕生日

31
大晦日

30
休館日

3　▲予約制
クリスマスお菓子作り
（10：00～12：00）
講師：大谷　茜さん

4
自由遊び

5
子育て何でも相談
(10:30～11:30)
家庭相談員がお聞きします。
身体測定

6
ほっこり♥カフェタイム
（14：00～15：00）

＊クリスマス工作受付開始

2
自由遊び

＊ベビー＆チャイルド受付開始
＊英語受付開始

14

21

28

30

7

8

15

22

29

1

火 水 木 金月 土日

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
気
を
つ
け
て　

心
の
す
き
が　

事
故
の
も
と	

井
上　

奈
々
瀬
（
鴨
島
東
中
学
校
３
年
）
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住宅防火　いのちを守る７つのポイント
火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。

●問い合わせ　市介護保険課　介護予防係　☎22-2265

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

11月 12月 医　院　名 電話番号
14 杉 山 医 院 25-2802
� 大 内 整 形 外 科 24-3058
26 石原内科循環器科 24-2536
� 木 村 内 科 胃 腸 科 24-6413

小児救急医療体制

日曜日は当面、麻植協同病院・阿波病院が
かかりつけ患者等の診療を行います。
●麻植協同病院（☎24-2101）
　診療日　　第2・4週の日曜日
　診療時間　９時～17時30分
●阿波病院（☎36-5151）
　診療日　　第1・3・5週の日曜日
　診療時間　直接問い合わせてください

☆平日／17時〜23時  ☆休日／8時〜23時  ☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
 （☎26-1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22-2268

11月 12月 医　院　名 電話番号
13 ⑮ 富 本 医 院 42-3123
14 7 松 永 医 院 42-2110
15 � 工 藤 内 科 医 院 42-3113
16 � 井 内 内 科 24-3070
⑰ 16 鈴 木 内 科 ( 敷 地 ) 24-5880
18 25 リバーサイドクリニック岡田 24-8884
19 杏 和 医 院 22-0333
20 19 中西内科クリニック 42-6755
21 20 鴨 島 耳 鼻 咽 喉 科 24-8070
22 21 いぬい産科婦人科クリニック 22-1230
� 17 阿 部 整 形 外 科 24-4880
� 18 鈴 木 内 科 ( 喜 来 ) 24-3413
25 24 グリーン耳鼻咽喉科 24-2488
26 27 森 住 内 科 医 院 22-3010
27 28 山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533

11月 12月 医　院　名 電話番号
28 30 麻名内科外科クリニック 26-0020
29 さ く ら 診 療 所 42-5520
30 かなめ小児科内科クリニック 26-0310

① 岸 整 形 外 科 25-3133
2 あ お ぞ ら 内 科 22-1311
3 知恵島皮膚科診療所 36-9012
4 糸田川クリニック 24-7555
5 梶 本 胃 腸 科 内 科 24-2413
6 和 田 耳 鼻 咽 喉 科 24-2566
⑧ 鴨 島 病 院 24-6565
9 糸 田 川 眼 科 24-2531
10 古本内科クリニック 24-7377
11 渡 辺 医 院 24-7177
12 四 宮 医 院 25-2016
13 石 原 小 児 科 24-2388

11月・12月
夜間・休日在宅当番医表

7月・8月の介護予防教室

11

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
13 水 9:30～10:30 川島公民館久保田分館 川 島

健

康

チ

ェ

ッ

ク

介 護 予 防 体 操
14 木 10:00～11:00 川島公民館城山分館 川 島 栄 養 の お 話
15 金 9:30～10:30 東部集落センター 美 郷 栄 養 の お 話
19 火 13:30～14:30 山川公民館 山 川 介 護 予 防 体 操

20 水 9:30～10:30 中古井広域集落センター 美 郷 栄 養 の お 話
9:30～10:30 川島公民館上桜分館 川 島 楽 し い 脳 体 操

22 金 9:30～10:30 森山地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操
13:30～14:30 東山老人憩の家 美 郷 介 護 予 防 体 操

25 月 9:30～10:30 鴨島老人福祉センター 鴨 島 楽 し い 脳 体 操
13:30～14:30 知恵島老人憩の家 鴨 島 介 護 予 防 体 操

26 火 9:30～10:30 川島公民館山田分館 川 島 介 護 予 防 体 操

28 木 9:30～10:30 牛島地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操
13:30～14:30 山路東原集会所 鴨 島 介 護 予 防 体 操

12

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
3 火 9:30～10:30 川島公民館神後分館 川 島

健

康

チ

ェ

ッ

ク

栄 養 の お 話

4 水 9:30～10:30 中部農業構造改善センター 山 川 栄 養 の お 話
13:30～14:30 上浦地区公民館 鴨 島 口腔 (こうくう) ケア

5 木 9:30～10:30 川島公民館敷地分館 川 島 介 護 予 防 体 操
13:30～14:30 瀬詰老人会館 山 川 口 腔 ケ ア

6 金 13:30～14:30 上谷集落センター 美 郷 口 腔 ケ ア

9 月
9:30～10:30 森藤集会所 鴨 島 介 護 予 防 体 操

13:30～14:30 立石公会堂 川 島 楽 し い 脳 体 操
13:30～14:30 敷地老人憩の家 鴨 島 介 護 予 防 体 操

10 火 9:30～10:30 川島公民館学西分館 川 島 栄 養 の お 話
13:30～14:30 牛島集会所 鴨 島 口 腔 ケ ア

11 水 13:30～14:30 中枝老人憩の家 美 郷 楽 し い 脳 体 操
12 木 9:00～11:00 西麻植地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操

11月・12月の介護予防教室 《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
無
理
せ
ず
に　

一
度
止
ま
っ
て　

再
確
認	

和
田　

捺
岐
（
鴨
島
第
一
中
学
校
２
年
）
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住宅防火　いのちを守る７つのポイント
お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

「
死
神
の
浮
力
」

	

伊
坂
幸
太
郎　

著

「
共
振
」	

相
場　

英
雄　

著

「
襲
名
犯
」	

竹
吉　

優
輔　

著

「
離
れ
折
紙
」	

黒
川　

博
行　

著

【
児
童
書
】

「
み
つ
ご
の
こ
ぶ
た
の
ク
リ
ス
マ

ス
」	

は
せ
が
わ　

さ
と
み　

著

「
ポ
ン
コ
ち
ゃ
ん
の
お
ひ
な
さ

ま
」	

ひ
ろ
か
わ　

さ
え
こ　

著

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
11
月
、
12
月
の
休
室
日

	

木
曜
日

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

　

ラ
イ
ン
と
は
、
全
世
界
で
登
録

ユ
ー
ザ
ー
数
が
１
億
５
千
万
人
を

突
破
し
た
無
料
通
話
＆
メ
ッ
セ
ー

ジ
ア
プ
リ
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
同

士
な
ら
無
料
で
通
話
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
や
り
と
り
が
で
き
た
り
、
か

わ
い
い
ス
タ
ン
プ
の
交
換
が
で
き

た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
で
も
爆

◆「
徳
島
文
理
大
う
た
お
は
部
に

よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
」

と
き　

12
月
14
日
㈯

	

午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

川
島
図
書
館
２
階

※
参
加
は
無
料
で
す
。

◆
特
別
資
料
整
理
日

と
き　

11
月
６
日
㈬
～
16
日
㈯

　

期
間
中
は
閉
館
し
、
す
べ
て
の

資
料
の
点
検
・
整
理
を
行
い
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◆
開
室
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
11
月
、
12
月
の
休
室
日

	

火
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
（
12

月
28
日
㈯
〜
1
月
3
日
㈮
）

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
よ

み
っ
こ
★
か
～
も
」
に
よ
る
絵
本

の
よ
み
き
か
せ
・
ク
リ
ス
マ
ス
会

と
き　

12
月
14
日
㈯

	

午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ　

福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室

	

（
鴨
島
公
民
館
内
）

内
容　

絵
本
の
よ
み
き
か
せ
、
紙

芝
居
、
人
形
劇
な
ど

◆
新
刊
案
内

【
一
般
書
】

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
11
月
、
12
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
（
12

月
24
日
㈫
）、
月
末
図
書
整
理
日

（
11
月
29
日
㈮
、
12
月
28
日
㈯
）、

年
末
年
始
（
12
月
29
日
㈰
～
１
月

３
日
㈮
）

◆
子
ど
も
映
画
会

11
月
16
日
㈯
（
世
界
の
名
作
童

話
）、
11
月
30
日
㈯
（
お
じ
ゃ
る

丸
ス
ペ
シ
ャ
ル
）、
12
月
７
日
㈯

（
す
て
き
な
コ
ン
サ
ー
ト
）

（
午
後
２
時
か
ら
約
１
時
間
）

◆
山
川
図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

12
月
21
日
㈯
午
後
２
時
か
ら
約
１

時
間

※
午
後
１
時
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
引

換
券
配
布
（
先
着
１
０
０
人
）

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
11
月
、
12
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日（
11
月
29
日
㈮
、12
月
27
日
㈮
）、

年
末
年
始
（
12
月
29
日
㈰
～
１
月

３
日
㈮
）

発
的
な
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ユ
ー
ザ
ー
が
増
え
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
ラ
イ
ン
で
の
ト
ラ
ブ
ル

も
急
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

●
Ｉ
Ｄ
を
教
え
た
覚
え
の
な
い
相

手
か
ら
、
何
度
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

届
く
。

●
ラ
イ
ン
で
知
り
合
っ
た
相
手
に

脅
迫
・
乱
暴
さ
れ
た
。

●
ラ
イ
ン
で
自
分
に
な
り
す
ま
し

て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
が
い
る
。

●
「
友
だ
ち
自
動
追
加
」
は
、
オ

フ
ま
た
は
外
す
。

●
「
友
だ
ち
へ
の
追
加
を
許
可
」

は
、
オ
フ
ま
た
は
外
す
。

●
「
Ｉ
Ｄ
の
検
索
を
許
可
」
は
、

オ
フ
ま
た
は
外
す
。

●
友
だ
ち
登
録
は
実
際
に
会
っ
て

行
う
。

●
ブ
ロ
ッ
ク
機
能
を
活
用
す
る
。

　

子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
被
害
に
あ

わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

つ
い
て
家
庭
で
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
。連

絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

	

☎
25-

６
６
２
０

	

℻
25-

６
６
２
１

図
書
だ
よ
り

青
少
年
育
成
補
導

山
川
図
書
館　

☎
42-

５
２
２
２

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
24-

５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
43-

２
８
１
１

川
島
図
書
館　

☎
25-

３
１
４
１

　 

友
　
達鴨

島
東
中
学
校　

山
姿 

瑠
菜

友
達
っ
て
大
切

友
達
が
い
る
と
学
校
に
行
く
の
も
楽
し
い

毎
日
毎
日
会
っ
て
話
し
て

ど
ん
ど
ん
深
ま
っ
て
い
く
絆

絆
が
深
ま
る
に
つ
れ

友
達
か
ら
親
友
に

親
友
に
な
る
と

よ
り
絆
を
深
め
ら
れ
る

ケ
ン
カ
を
す
る
こ
と
も
あ
る
け
ど

ケ
ン
カ
す
る
ほ
ど
仲
が
良
い

友
達
っ
て
や
っ
ぱ
り
大
切

友
達
っ
て
い
い
な

友
達
ダ
イ
ス
キ

「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
第
８
号
」よ
り

　

表
紙
の
写
真
は
、
10
月
13
日
行

わ
れ
た
山
川
中
保
育
所
の
運
動
会

の
一
場
面
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
家
族
に

見
せ
よ
う
と
、
お
遊
戯
や
か
け
っ

こ
、
玉
入
れ
な
ど
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
。
運
動
会
が
よ
く
行

わ
れ
る
10
月
の
第
２
月
曜
日
は
体

育
の
日
で
す
が
、
以
前
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
が
行
わ
れ

た
10
月
10
日
が
体
育
の
日
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
７
年
後
の
２
０
２
０

年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た

が
、
吉
野
川
市
の
子
ど
も
た
ち
が

日
本
代
表
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、
活

躍
で
き
れ
ば
最
高
で
す
ね
。（
編
）

編
集
後
記

ラ
イ
ン
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
に
つ
い
て

ラ
イ
ン
を
安
全
に
使
う
た
め
に

ラ
イ
ン
で
の
ト
ラ
ブ
ル

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

い
つ
か
ぶ
る
の
？　

今
で
し
ょ
？	

真
鍋　

駿
人
（
市
立
川
島
中
学
校
３
年
）
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御六日のお膳

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

2013年（
平

成
25年

）11月
号

通
巻

110号
発

行
／

吉
野

川
市

　
編

集
／

総
務

部
企

画
財

政
課

〒
776-8611  徳

島
県

吉
野

川
市

鴨
島

町
鴨

島
115-1

TEL 0883-22-2221　
FAX 0883-22-2244　

U
RL  http://w

w
w

.city.yoshinogaw
a.lg.jp/

E-m
ail  m

ail@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
再

生
紙

と
大

豆
油

イ
ン

キ
を

使
用

。
広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ
11
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